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「あゆみ」(通知票)の見方
鶴が台中学校では学校での生活を振 り返るために、前期の終業式と後期の修了式に、生徒一人ひ

とりに「あゆみ」 (通知票)をお渡 ししています。「あゅみ」には評価・評定のほかにも、前期の分
の出席状況や特別活動の記録なども書かれています。そういった情報もきちんと確認 し、前期を振
り返るようにしてください。

道徳や総合的な学習の時間、特別活動については、年間を通 して評価 し、その結果や所見は後期
の 「あゆみ」に掲載 します。

評価・評定では、それぞれの教科 ごとに「知識・技能」「思考・判断・表現」「主体的に学習に取
り組む態度」という 3つの観点で評価 しています。
教科の担当の先生方は、授業を行 うときに “この単元で生徒に身に付けてもらいたい力"を意識

して授業を行っています。

“身に付けてもらいたい力"と は、たとえば「このようなことができるようになってもらいたい」
「この単元で学習 したことでものの見方や考え方、行動などをどのように変えることができたか」
「この授業で学習 した内容を他の教科の学習場面で応用 しようとしているか」「友達 との意見交換
などで、自分の考えと友達の考えを融合させよりよい解決策を見つけ出せたか」「今回の学習でう
まくいかなかった点を見つけ、これからの学習の仕方を工夫できているか」などです。

そのことを踏まえて、授業中の皆さんの行動や発言、提出物、定期試験の内容などを総合的に判
断 して、それぞれの観点を評価 しています。

今回「あゆみ」が手渡されましたが、大切なことは「今回の評価・評定がゴールではなく、スタ
ー トである」ということです。

今回の成績を振 り返つて、次のステージに向けて一歩を踏み出すためには、「あゆみ」の成績を
一つ一つ分析 して、前期の学習をしっか り振 り返ることが大切です。

例えば数学を例にとってお話しします。
「知識 0技能」の観点で思うような成績がとれていなかつたら、問題集の問題を繰 り返 し練習 し

て、基礎的な知識をしつか りと定着させ、スキルアップをはか り短時間で正確に正解を導き出せる
ようにしましょう。

「思考・判断・表現」の観点は、応用問題に取 り組むとき、自分なりのや り方で正解を導き出せ
たとしても、他の解き方がないか考えた り、違 う方法で解いている友達と意見交換 した りして、新
しい解決方法を理解 しようとすると思考力や判断力を身に付けることができます。

「主体的に学習に取 り組む態度」では、授業で学習 した内容を日常生活でいかせる場面を見つけ
て活用 してみましょう。 1回の学習で身に付けることができなくても粘 り強く学習に取 り組んだ
り、きちんと理解できなかった部分については、その日のうちに先生に質問した りしましょう。友
達によりよい学習の方法を聞いてみるのもいい方法です。

前期の学習をしっか り振 り返って、後期からの授業に臨みましょう。
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